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川
端
は
旅
の
出
会
い
か
ら
生
ま
れ
た
作

品
と
語
っ
て
い
る
が
、主
人
公
島
村
は
私
で

は
な
い
と
否
定
し
て
い
る
。し
か
し
、島
村
は

自
身
を
文
筆
家
と
言
っ
て
い
る
。駒
子
の
モ

デ
ル
は
芸
者・松
栄（
本
名
は
小
高
キ
ク
）は

実
在
の
女
性
で
あ
る
。ま
た
、作
品
の
ラ
ス
ト

に
起
き
る
火
災
を
川
端
自
身
が
目
撃
し
て

い
る
。島
村
は
か
な
り
の
部
分
で
川
端
が
モ

デ
ル
と
は
言
え
な
く
も
な
く
、島
村
に
川
端

自
身
を
投
影
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
違
う

だ
ろ
う
か
。

「
雪
国
」は
、島
村・駒
子・葉
子
の
わ
ず
か

三
人
の
登
場
人
物
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
の
だ
が
、『
島
村
は
、川
端
が
し
い
て
作
者

自
身
か
ら
遠
く
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を
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って
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悪
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憎

悪
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け
た
落
寞
(
ら
く
ば
く
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ぼ
っ
ち
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寂
し
い
）た
る
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像
で
あ
る
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と
に

よ
っ
て
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雪
国
」一遍
に
お
け
る
地
位
は
転

落
す
る
。島
村
の
胸
は
珍
重
す
べ
き
空
虚
な

が
ら
ん
ど
う
で
あ
る
虚
像
に
す
ぎ
ず
、も
ち

ろ
ん
生
き
て
も
い
な
い
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村
を
背
景
に
し

て
描
か
れ
た
駒
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や
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子
が
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村
の
胸
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の
琴
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に
触
れ
る
時
に
、な
ま
な
ま
し
く
生
か

さ
れ
る
と
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た
か
ら
く
り
に
す
ぎ
な
い
。

①
川
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の
は
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舞
踊
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）を
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無
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何
も
せ
ず
、た
だ
無
駄
に
毎

日
を
過
ご
す
こ
と
）の
島
村
で
は
な
く
、駒

子
の
生
き
方
で
あ
り
、ま
た
葉
子
の
異
常
な

生
命
で
あ
る
。「
雪
国
」の
恐
る
べ
き
作
品
構

成
の
か
ら
く
り
は
こ
こ
に
あ
る
。

雪
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火
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に
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っ
た
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と
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語
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。そ
の
凛
烈
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付
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対
し
て
、厳
正
な
反
省
時
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落

ち
込
ん
で
引
き
ず
る
こ
と
）を
要
し
た
た
め

で
あ
っ
た
。』（
川
端
康
成
論
考・長
谷
川
泉

よ
り
）

・誤字防止のため楷書で記入し、漢字には全て読みがなをふって
　投稿してください。 
・電話番号を記載してください。
・毎月5日必着

〒869-4814 氷川町島地642番地 
　企画財政課 企画係  
  ☎52-5850

投
稿
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先

料理教室～簡単料理で里芋と豚肉のバターしょうゆ煮、簡単無限ぬか漬け風漬物、絶品ヨーグルト味噌汁～

地域おこし協力隊 蜂須景子の活動レポート
　10月15日（金）に竜北中学校で開催された起業体験活動で、染め物の指導をさ
せていただきました。蓮の葉と梨の木で布を染めて、ハンカチ、バッグ、巾着、クルミぼたんを3
年生8人と作り、販売しました。輪ゴムで絞りをいれ、染め、輪ゴムを外すのが大変な作業でし
たが、色んな話に盛り上がり、楽しいときを過ごしました。
　10月30日（土）には料理教室を開催し、辛子蓮根、蓮根辛子漬、雲パン、海老せんを作りまし
た。初めて辛子蓮根を作られた参加者は、簡単にでき驚かれていました。残った味噌を使い、
きゅうり漬けも作ってもらいました。「とても美味しくて、また作ってみます。」と声をいただくな
ど、好評でした。

◆日　　時　12月18日（土）10時　◆場   　所　氷川町公民館調理室　◆参 加 費   500円（当日徴収）
◆申込方法　12月13日（月）までに氏名、電話番号をご連絡ください。
◆持 参 物 　エプロン、三角巾、マスク、手ふきタオル、保冷バッグ（持ち帰り用）　問 地域おこし協力隊　☎52-5854
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◀︎地域おこし協力隊 
インスタグラム

落ち葉の季節　腐葉土に最適な落ち葉いりませんか？

竜北東小の3年生が立神峡見学に訪れる

ラインは人と人をつなぎ距離をも通り越す

立神峡だより

立神峡公園管理棟
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日）

【お問い合わせ先】

　12月に入るとキャンプ場に日陰を作ってくれていた、どんぐりの木
もその役目を終え、落葉していきます。今年も、その季節が到来。これ
を待っている人も沢山おります。この落ち葉は、腐葉土作りにはもって
こいです。
　特に、家庭菜園をやる人や無農薬にこだわる人には、キャンプ場に
ある落ち葉は最高です。管理する立場にとっても取りに来てくれた方
が好都合。
　また、どんぐりの実も大量にあります。子どもさんの工作作りやどん
ぐり虫作りにはこれまた最高です。
　みなさんのお越しをお待ちしております。大きな袋や松葉掻きなど
ご用意ください。

　11月11日（木）に、竜北東小の3年生33人が立神峡の見学に訪れま
した。
　管理棟において、立神峡の公園全体の管理状況・施設など概要を説
明。その後、河童の話や火打石の事・吊り橋の事などについて質問。み
んな、元気よくハキハキとした質問が返ってきて気持ちの良い一時で
した。公園の事について、子どもらしい視点で質問していたのが印象
的でした。
　また、河原では火打石の見つけ方や、実際に火が出るところを確認
したり、好奇心旺盛で、どれが本物の火打石か見比べながらも必死で
火打石を探していました。
　この経験を通じて立神峡の素晴らしさを実感してもらえれば幸いです。

　今回はラインにより、つながる仲間たちの話題です。
　宿泊の予約が入り、受付をしたところ、コスプレの撮影を公園内でし
たいので許可して欲しいとの事。もちろんOKですと答え、ロッジの鍵
を渡し、程なくするとコスプレの衣装をした女の子3人が登場。話を聞
くと、その中の一人は何と大阪から来たとの事。ラインつながりで仲
間になりこの日を迎えたとの事。
　コスプレは最近では立神峡をそのメッカにしたいと考えておりこれ
までも積極的に受け入れて来ましたが、ラインつながりで人と人が出
会いその距離を一気に通り越す現代社会のネット環境は素晴らしいと
感じた次第。
　今後共、様々なツールを活用した取り組みを行っていきたいと思い
ます。

◀︎立神峡里地公園 HP




